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あ
と
が
き

本
窃
は
、

『北
大
百
二
十
五
年
史
」
の
「
通
説
」
(
二
O
O
三
年
刊
行
予
定
)
の
別
冊
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
北
大
百

二
十
五
年
史
』
の
一
部
と
し
て
「
論
文
資
料
編
」
が
考
え
ら
れ
た
の
は
以
下
の
事
情
に
よ
る
。
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
『
北
大
百
年
史
」

通
説
に
は
、
「
北
大
百
年
の
諮
問
題
」
と
題
し
て
、
三
一
編
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
大
学
史
と
し
て
は
他
に
あ
ま
り

例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
の
水
準
が
高
く
、
専
門
家
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
今
回
、
『
北
大
百
二
十

五
年
史
』
を
企
画
編
集
す
る
に
際
し
て
、
こ
の
「
北
大
百
年
の
諸
問
題
」
が
継
承
さ
れ
、
単
独
で

一
巻
を
な
す
も
の
と
し
て

『北
大

百
二
十
五
年
史
別
冊
論
文
集
』
(
仮
題
)
の
編
纂
が
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
室
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
別
冊
論
文
集
編
集
班

(白
木
沢
畑
地
児
文
学
研
究
科
教
授
、
杉
山
滋
郎
理
学

研
究
科
教
授
、
坂
下
明
彦
農
学
研
究
科
助
教
授
、
井
上
高
聡
編
集
室
編
集
貝
)
を
組
織
し
、

一
九
九
九
年
度
か
ら
編
集
作
業
を
開
始
し

た
。
同
年
八
月
に
は
、

「『
北
大
百
二
十
五
年
史
別
情
論
文
集
』
(
仮
題
)
論
文
公
募
の
お
知
ら
せ
」
と
「
『
北
大
百
二
十
五
年
史
別

冊
論
文
集
」
(
仮
題
)
投
稿
規
定
」
を
作
成
し
、
学
内
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
の
広
報
を
刷
始
し
た
。
投
稿
論
文
の
分
野

と
し
て
は
、

A
.
札
幌
戊
学
校
か
ら
現
在
に
い
た
る
北
海
道
大
学
の
歴
史
に
関
す
る
研
究

B

学
科
講
座
等
の
制
度
的
変
遷
、
研
究

・
教
育
の
史
的
回
顧
な
ど
の
学
開
発
達
史
・
学
説
史
的
研
究
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C

北
海
道
大
学
と
地
域
社
会
、
学
生
教
職
員
の
あ
り
方
な
ど
に
関
す
る
社
会
史
的
研
究

D
.
そ
の
他
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と
い
う
四
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
設
定
し
た
。
投
稿
資
格
は
、
「
北
海
道
大
学
教
職
貝

・
大
学
院
学
生
学
生
研
究
生
、
卒
業
生
、
元
教

職
貝
、
そ
の
他
北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
室
が
認
め
た
者
」
と
大
学
院
生
や
学
外
の
方
を
も
含
め
た
。
『
北
大
百
年
史
』
が
現

職
教
員
お
よ
び
名
誉
教
授
の
論
考
か
ら
な
る
の
に
対
し
、
大
学
院
生
な
ど
若
手
研
究
者
の
寄
稿
を
促
す
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

学
内
外
に
広
く
投
稿
を
募
る
と
と
も
に
、
編
集
班
と
し
て
大
学
史
に
造
詣
の
深
い
教
員
に
対
し
、
積
極
的
に
原
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
に

f
レ
れ
~
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
投
稿
論
文
募
集
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
大
学
史
に
関
す
る
研
究
の
活
性
化
、
交
流
を
意
図
し
て
、
「
北
大
一

二
五
年
史
研
究
会
」
を
組
織
し
、

一
九
九
九
年
度
、

二
0
0
0
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
研
究
会
を
開
催
し
た
。
論
文
エ

ン
ト
リ
ー

の
締
切
を
二
O
O
一
年
三
月
と
し
、
投
稿
論
文
に
閲
し
て
は
、
編
集
班
が
各
論
文
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
二
名
の
査
読
者
を
決
定
し
、
審
査

し
た
。
最
終
的
に
、
依
頼
分
を
合
わ
せ
て
、
二

一本
の
稔
文
を
本
性
に
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
務
お
よ
び
本
来
の
専
門
の
研
究

が
多
忙
な
な
か
で
、
『
北
大
百
二
十
五
年
史
」
に
寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
論
文
執
錐
者
の
方
々
に
は
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

編
集
作
業
の
途
上
で
、
本
書
に
資
料
を
追
加
し
、
沓
名
を
『
北
大
百
二
十
五
年
史
』
論
文
・
資
料
編
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

資
料
編
は

『北
大
百
年
史
』
に
準
拠
し
、
「
式
辞
等
」
、
「
歴
代
の
学
長
総
長
お
よ
び
部
局
長
等
」
、
「
学
内
規
程
等
」
、
「
統
計
」
、
「
年

表
」
に
よ
り
構
成
し
た
。
資
料
編
の
編
集
は
、
北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
室
(
引
上
高
松
、
原
口
希
、
山
本
美
穂
子
)
、
原
陣

之
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
(
編
集
室
長
)
、
白
木
沢
畑
地
児
文
学
研
究
科
教
授
(
編
集
室
貝
)
が
担
当
し
た
。

本
柱
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
か
ら
は
、
大
学
史
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
時
代
社
会
の
知
の
歴
史
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
北
海
道
大
学
ほ
ど
、
実
に
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
、
多
様
な
関
心
か
ら
そ
の
歴
史
が
語
ら
れ
続
け
て

い
る
大
学
は
他
に
例
を
見
な
い
で
あ
ろ
う
。
北
海
道
大
学
関
係
文
献
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
は
三
O
O
点
を
超
え
、
こ
れ
に
雑
誌
掲



載
論
文
を
加
え
れ
ば
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
文
献
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を
踏
ま
え
、
大
学
史
の
研
究

が
、
今
後
と
も
継
続
し
て
活
発
に
行
わ
れ
、
大
学
史
が
多
く
の
人
々
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

二
O
O
三
年
二
月

北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
室
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